
友添 信之さん

有色米（奥は桃色、左は黒色、右は赤色）

◆
今
後
の
抱
負

け
有
機
農
業
を
実
践
す
る
こ
と
は

、
一
人
で
は

限
界
が
あ
る
の
で

、
集
落
で
取
り
組
ん
で
み
た

い

。集
落
全
体
を
景
観
形
成
で
自
然
と
と
も
に

、
い

や
す
農
業
に
し
て
い
き
た
い

。

◆
有
機
農
業
を
始
め
た
動
機

昭
和
４
３
年
の
就
農
当
時
か
ら
水
稲
な
ど
の
無
農

薬
栽
培
を
実
施
し
て
き
て
お
り

、
平
成
３
年
頃

、
病

気
に
な

っ
た
こ
と
や
た
い
肥
の
有
効
利
用
方
策

、
消

費
者
に
対
す
る
安
全
な
農
産
物
販
売
を
考
え

、
平
成

7
年
か
ら
有
機
農
業
を
始
め

、
平
成
1
3
年
有
機
Ｊ

Ａ
Ｓ
認
定
農
家
と
な
る

。

◆
経
営
技
術
対
策

無
農
薬
栽
培
を
4
0
年
間
実
施

。

水
田
の
土
づ
く
り
を
た
い
肥
主
体
で
行

っ
て
い

る
こ
と
が
環
境
保
全
に
役
立

っ
て
い
る
と
の
信
念

を
持

っ
て
い
る
こ
と

。

水
田
で
は

、
ア
イ
ガ
モ
に
よ
る
除
草
や
害
虫
駆

除
を
行
い

、
養
豚
は

、
昔
な
が
ら
の
残
飯
養
豚
を

行

っ
て
い
る
こ
と
か
ら

、
環
境
に
や
さ
し
い
自
然

循
環
型
農
業
を
実
践
し
て
い
る

。

◆
こ
れ
か
ら
有
機
農
業
を

や
り
た
い
人
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

自
分
の
目
指
す
有
機
農
業
の
目
的
を
明
確
に

し

、
消
費
者
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

。

癒
し
と

、
ほ
場
の
周
辺
で
遊
べ
る
よ
う
に
工
夫

し

、
笑
え
る
農
業
を
目
指
し
て
欲
し
い

。

作
物
が
健
康
で

、
環
境
に
や
さ
し
い
こ
と
を
消

費
者
に
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る

。

◆
主
な
販
売
先

主
に

、
米
は
関
西
方
面
の
消
費
者
向
け
に
出

荷

。
小
麦
は
地
元
Ｊ
Ａ

、
関
西
方
面
の
業
者
に
販

売
し
て
い
る

。

お
問
い
合
わ
せ

電

話
０
９
４
４
－
７
３
－
５
５
２
１

◆
消
費
と
の
交
流

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
の
共
同
活
動

の
実
施

、
集
落
活
動
し
て

、
手
作
り
ソ
ー
セ
ー
ジ

の
配
布

、
有
色
米
の
植
栽
及
び
鑑
賞
会
を
開
催
し

て
い
る

。

◆
友
添

（
と
も
ぞ
え

）
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
４
３
年

、
会
社
勤
め
を
し
な
が
ら
養
豚
経

営

、
水
稲
の
無
農
薬
栽
培
で
就
農

。

現
在

、
水
稲

、
飼
料
稲

、
小
麦
を
有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認

定
水
田
４
０
ａ
を
含
む
４
７
０
ａ

（
自
作
地
３
５

ａ

、
借
地
４
４
５
ａ

）
で
経
営

。
福
岡
県
減
農
薬
減

化
学
肥
料
栽
培
認
証
制
度
を
有
機
農
法
に
よ
り
認
証

を
受
け
て
い
る

。

同
氏
は

、
集
落
営
農
組
織
の
組
合
長

、
福
岡
県
認

定
農
業
者
組
織
連
絡
協
議
会
副
会
長
な
ど
を
歴
任

し

、
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

。


